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宗教における死と罪をめぐる問題（附録）










































































































































所謂「悪への可能性」， 「原罪」， 「根本悪」， 「自愛」， 「我執」などといわれ
る問題に常に突当らざるを得ないのであります。よく引用されますように，
「わが欲するところの善は之をなさず，反って欲せぬところの悪は之をなすな
り。……然れば善をなさんと欲する我に悪ありとの法を，われ見出せり，……
喧われ哀れな人なるかな」（ロマ書）とか， 或いは「虚仮不実のわが身にて，
清浄の心もさらになし」，「いづれの行もおよびがたき身なれば， とても地獄は
一定すみかぞかし」（親鸞）という痛烈な悲歎懺悔のある所以であると思いま
す。宗教や仏心などと云われるものは， こうした根源的な悪や罪とか自愛や我
執に対する根底的な又深刻痛烈な絶望慟哭懺悔R体験や更に人間存在そのもの
の根源的有限性としての悽ない生死という問題に対する凝視体認を通してのみ
顕わとなるように思います。
私は今，この短い文章を綴り終るに当り， 「修上の証」と「証の修」と「修
証ー等（不二）」という言葉を思い出し，大寒の降りしきる雪空を，仄めく暖
かい日差しを待ち望んで，視上げている次第であります。
(1978年 1月22日大寒の雪の日に）
（口） 銀河系島宇宙における太陽系の誕生は今から約45億年以前に，又その一
遊星である地球上における人類最古の「猿人」時代（→原人→旧人→新人と続
く）は今から数百万年以前に遡のぼると算定されている。大宇宙のなかの銀河
系島宇宙における極く小さな太陽系内におけるこの地球上に，動物生命体進化
の極点において，人類はそれ以来営々とその「大脳化」とコトバの発明による
思考する理性を発展させ，理性的精神的動物生命体として，さまざまにその社
会と文化と歴史を創造してきたのである。
人間がこうした理性的精神的動物生命体である限り，それは一面系統発生的
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にその基体あるいは下部構造において動物的本能的な身休界に深く根ざしたも
のであると同時に，他面その上部構造あるいは主体としては理性的精神的な叡
智界における真善美聖などの諸価値を志向するものなのである。そして， この
二つの世界の力は，意識界においても，叉無意識界においても，なかなか複雑
微妙に関わり合い，時には相互補完的に協力促進し合うが，又時には相互に激
しく分裂葛藤し合い，更には一方が他方を無視圧殺し合うのであり，両者を緊
張矛盾なく調和統合したような美しい魂や立派な人格などといわれるものは一
般には不断の弛まない真剣な向上的な努力修行なしにはとても逹成され得ない
至難のものと思われます。
それにしても，そうした観点からみた場合，人間の真実に生甲斐のある普遍
的な高い生活目標や叉そうした人間の社会，国家，世界などの真実に高い道義
的な存在理由は，究極的には，叉抽象的に云えば，先に述べたような高く豊か
な願望対象としての価値によって統率され，適合的に順位づけられた価値体系
の体認修得や実現完成ということになるのであろう。然しこの場合くれぐれも
注意しなければならないのは凡て有限なる人間にひそむ根源悪の問題であり，
叉人類歴史の現段階における国家のはらむ根源的な国家悪の問題である。そし
て，この後者の問題については，個人と国家と世界という三つのものの関係
を，個別と特殊と普遍の三ー的関係として，それぞれの一つが他の二つのもの
の関係の弁証法的媒介となるという視点（田辺元，種の論理）が必要にして，
有効であろうと思う。兎に角，大ざっばに云えば，個人一人一人の生き方がや
がて国家や世界の在り方を組み変え，叉逆に国家や世界の在り方が根本的に個
々人の生き方を作り変えるものであるという相互関係を忘れてはなるまいと思
ぅ。われわれ人間は，夫々各自の一隅を守りながらも，そうした方向へ，又こ
うした姿勢で，人類の現代における歴史を生き，叉何程かづつその歴史を創る
ということになるべきなのであろうかと思う。
然し，翻えって，無辺無劫の大宇宙，そのなかの一つにすぎない銀河系島宇
宙における約45億年の歴史をもつ太陽系内の微小なる一惑星たる地球，その地
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球上における多種多様の生死流転する動植物生命体と遂には考える理性的動物
生命体としてのヒト， これら諸々の実在全体の厳存という根源的な原事実を思
議する時，私は，屡々安易に科学以前の呪術的神話的幻想に思い耽りたくなる
誘惑を抑え，啓蒙思想による理性の洗礼を経た者として，常に，ある人も云っ
たように，それら実在全体の厳存という根源的な原事実に対するいや増す驚嘆
と長怖の情や崇高と尊厳の念に満たされ，又更にそれらを内包し，且つ約百億
年位後に行きつく太陽系の死滅という終末感に貫かれた一種特有の宇宙感情や
人間の敬虔な被造物意識に縁どられた，慎ましく誠まもりて生くべかりけし
と，己の内に向いひたすら祈り合掌するといったような生活感情に包まれて了
うのであります。 (1979年1月入院中に）
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